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       ○世界遺産に興味・関心をもってかるた遊びを楽しむ。 

       ○「なら」のまちを知り、自分の住んでいる町を好きになる。 

       ○友達と約束を守って遊ぶ。 

 

       ○ 二年保育年長児 

 

       

幼児の姿 教師の援助 

◇祖父母や保護者と一緒にリズム室

へ移動する。 

 

◇「わー、大きな箱やな。」 

・中に入っている物が何なのか、興

味津々で見ている。 

・かるたが出てくると 

 

◇「あっ、かるたや。」 

「大きいな。」 

・関心をもって見ている。 

 

 

◇「これ大仏さんや。」 

「小さい組のとき、遠足で見た

な。」 

 

・配ってもらった絵かるたを隣同士

で見ている。 

 

 

 

・おうちの人と一緒に楽しく取る。 

 

○幼児の安全に配慮し、広い場でゆっくりと

かかわれるようにする。 

 

○全員に桐箱を見せる。 

・何が入っているのか期待をもつようにし、

中に入っているかるたは大切なものである

ことを知らせる。 

 

○絵かるたを 1 枚ずつ全員に渡していく。 

・かるたの絵に親しみがもてるように、 

“い”から順番に全員に渡していく。 

・時間がある時は、１枚ずつ紹介していく。 

 

○３つのグループに分かれて、かるた取りを

して遊ぶ。 

 

・動きやすいように広い場になるよう絵かる

たを丸く並べるようにする。 

・読み手はグループの中で決め、読む人は最

後まではっきりと読むようにし、取った後

はみんなに場所と名前が分かるように再確

認していく。 

 

・おうちの方が来られなかった幼児には、教

師が一緒にするなど配慮する。 

 

・なれてくると、幼児と大人のかるた大会な

ど工夫した取組をする。 

なら世界遺産・文化かるたで遊ぶ 

ねらい 

対 象 

展開例 
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       ○なら世界遺産・文化かるた（一例） 

   

   

教 材 


